
動植物性残渣
7,725t

汚泥 1,918t
　　（R2）

堆肥化
セメント原料化

269名事業内容

担当部署 総務管理課(TEL083-927-0111、FAX083-927-0787）

従業員数飲料製造

リサイクル
認定
区分No.59

所 在 地 代 表 者

日本果実工業株式会社　山口工場

山口市仁保下郷1771番 取締役社長　尾村　貴志

事業所紹介

昭和42年に操業を開始し、現在では、2つの無菌ライ
ンを含む11ラインで、主要飲料企業からの受注製品やオ
リジナルブランド製品を生産しています。

３Ｒの取組

製造過程で発生する植物性残渣は、堆肥化等
で全量リサイクルし、汚泥や紙くず等その他の
廃棄物も原料化によりリサイクルしています。
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リサイクル

搾汁残渣 491t
汚泥 161t
　　（R2）

堆肥化

所 在 地 大島郡周防大島町久賀2592番地 代 表 者

担当部署 久賀工場(TEL0820-72-0293、FAX0820-72-1423）

事業内容 農産加工、飲料製造 従業員数 110名

従業員数 70名

担当部署 萩工場(TEL0838-25-2801、FAX0838-25-2803）

搾汁残渣 1,341t
汚泥 714t
　　（R2）

堆肥化
飼料化

調味料原料化

取締役社長　尾村　貴志

事業内容 農産加工製造

No.62 日本果実工業株式会社　久賀工場
認定
区分

所 在 地 萩市大字椿東3082番地の2 代 表 者 取締役社長　尾村　貴志

No.61 日本果実工業株式会社　萩工場
認定
区分 リサイクル

事業所紹介

昭和12年に操業を開始し、国内初の濃縮装置の導入な
どにより、現在は、みかん果汁飲料、ゼリー、ジャム、
缶詰等を生産しています。

３Ｒの取組

製造過程で発生する搾汁残渣を堆肥、飼料、
調味料原料へ幅広くリサイクルし、その他の廃
棄物も堆肥化・原料化リサイクルしています。
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事業所紹介

昭和40年、現在地に工場を移転し、現在では主にみか
ん缶詰等を生産しています。近年ではみかん果皮の商品
化に取り組み、発生抑制にも努めています。

３Ｒの取組

製造過程で発生する植物性残渣を主に堆肥化
し、その他の廃棄物も堆肥化や燃料化、原料化
によりリサイクルしています。
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